
理工系等の女性が少ない分野の魅力発信ツール作成及び情報発信等業務委託仕様書 

 

１ 業務の目的 

  女子生徒等が理工系分野をはじめ女性が少ない分野への進路選択に興味を持てるよう、中高生、保

護者及び教員等を対象に、理工系分野等の魅力を発信するとともに、理工系分野に対するアンコンシ

ャス・バイアス等への気づきを促し、女性が少ない分野への女性の参画を図る。 

 

２ 業務期間 

契約締結日から令和９年３月１０日まで 

 

３ 業務の内容 

 理工系分野等の魅力を発信しながら、性別に関するアンコンシャス・バイアスへの気づきを促し、

女性が少ない分野への女性の参画を図ることを目的に、現実的なスケジュールを設定するとともに、

業務を円滑に実施できる十分な人員体制を確保し、次のことを実施する。 

なお、（２）及び（３）の作成にあたっては、内閣府の「理工系分野進学後の女性のキャリアパスに

関する事例についての調査研究」、「女子生徒等の理工系進路選択を阻害するアンコンシャス・バイア

スへの気付きを促す啓発動画」又は以下のような観点を参考とすること。 

（参考：動画） 

・理工系分野進学後の女性のキャリアパスに関する事例についての調査研究 

 https://www.gender.go.jp/c-challenge/materials/pdf/250328_01.pdf 

・女子生徒等の理工系進路選択を阻害するアンコンシャス・バイアスへの気付きを促す啓発動画 

https://www.gender.go.jp/c-challenge/link/olink/1350.html 

 

（参考：観点） 

 ・理工系等の分野を学ぶ学校等への進学意欲を高める内容 

 ・理工系等の分野に進学、就職した場合のキャリア形成に関する内容 

 ・理工系等の分野の専門性や創造性が感じられる内容 

 

（１）全体計画の策定 

業務の全体計画（ツール作成により期待される効果、基本コンセプト、実施スケジュール等）

を作成すること。 

 

（２）理工系等の分野の魅力を発信するＰＲツールの作成 

主に以下①及び②を対象に、理工系等の分野の魅力を発信し、女性が少ない分野への女性の進

学、就職を促進するツール（動画、啓発小冊子等）を作成すること。 

① 進路選択する段階にある中学生・高校生 

② 中学生・高校生を子どもに持つ親世代 

 

（３）情報発信企画 

ア 動画作成 

テレビ、パソコン、スマートフォン、タブレット端末を利用する県内ユーザーに向けて、理工

系分野の魅力を発信しながら、性別に関するアンコンシャス・バイアスへの気づき等を促進する

動画を作成すること。 

・作成数：２本以上 

・静止画、映像等を使用した３０秒から１分程度以内の動画とする。 

   イ 情報発信 

アの動画を活用した情報発信に関する独自の企画（街頭ＬＥＤサイネージ広告放映、Ｉｎｓｔ

ａｇｒａｍ広告等）を実施すること。 

なお、活用媒体、情報発信の期間及び回数等は、訴求効果が高くなるよう工夫すること。 

別添１ 



（４）その他 

ア 受注者は、業務の実施にあたっては、発注者と密な打ち合わせ等を行うこと。 

イ 受注者は、（２）及び（３）アの作成に当たり、生成ＡＩによる生成物が含まれる場合は、別

記１「委託業務成果物納品時チェックシート（受託事業者用）」（以下「チェックシート」という。）

の項目及び内容を遵守すること。なお、受注者が７（５）により再委託を行った場合においても

同様とし、再委託先に項目及び内容を遵守させること。 

 

４ 成果品の提出 

作成した全てのデータを、ホームページ等で使用可能な電子ファイルにより、納品すること。 

なお、成果物に生成ＡＩによる生成物が含まれる場合は、３（４）イに示すチェックシートを併せ

て提出すること。 

 

５ 業務完了報告書の提出及び検査 

受注者は、本業務を完了したときは、速やかに発注者に業務完了報告書（任意様式）を提出し、発

注者の検査を受けるものとする。なお、業務完了報告書には以下の資料を添付すること。 

（１）作成した成果品の内容が分かる資料 

（２）メディアを活用した広報の実施状況及び広告効果が分かる資料 

（３）その他必要な資料 

 

６ 権利関係 

（１）本業務による出版権及び著作権（著作権法第 27 条及び第 28 条に規定する権利を含む。）は、全て

発注者に帰属するものとし、受注者は発注者の許可なく他に複製・公表・貸与・使用してはならな

い。 

（２）所有権及び著作権、肖像権について 

  ア 制作物が他者の所有権や著作権を侵すものでないこと。 

  イ 本業務に関する所有権及び著作権は、原則としてすべて発注者に帰属することとし、企画、出

演者、音楽等の権利関係を調整すること。ただし、受注者が従来から権利を有していた受注者固

有の知識、技術に関する権利等（以下「権利留保物」という。）については、受注者に留保するも

のとし、この場合、発注者は権利留保物を非独占的に使用できることとする。 

  ウ 使用する写真等の被写体が人物の場合、肖像権の侵害が生じないようにすること。 

 

７ その他 

（１）個人情報の保護 

ア 受注者は、本業務を遂行するための個人情報の取扱いについては、別記２「個人情報・死者

情報の取扱いに係る特記事項」（以下「特記事項」という。）を遵守しなければならない。 

イ 受注者は、（５）の規定により本業務を発注者の承認を受けて第三者に再委託する場合は、当

該受託者に対して、特記事項を遵守させなければならない。 

（２）特許権等の使用 

  受注者は、特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他の法令に基づき保護される第三者の権利

（以下「特許権等」という。）の対象となっている材料、履行方法等を使用するときは、その使用

に関する一切の責任を負わなければならない。ただし、発注者がその材料、履行方法等を指定し

た場合において、仕様書に特許権等の対象である旨の明示がなく、かつ、受注者がその存在を知

らなかったときは、発注者は、受注者がその使用に関して要した費用を負担する。 

（３）業務執行上の留意点 

ア 本業務の遂行に当たり、受注者が発注者又は第三者に損害を与えた場合は、発注者の責めに帰

すべき理由により生じたものを除き、受注者が当該損害額を負担すること。 

イ 契約の解除等により、本業務の受注者が変更になった場合は、新たな受注者に対し、責任を持

って本業務を引き継ぐこと。 

  



（４）権利義務の譲渡等の禁止 

  受注者は、本業務により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、若しくは承継させ、又はその権利

を担保の目的に供することができない。ただし、あらかじめ発注者の承認を得た場合は、この限りで

ない。 

（５）再委託の禁止 

ア 受注者は、事業の一部について再委託を行おうとするとき、事前に発注者の承認を得なければ

ならない。 

イ 発注者は、次のいずれかに該当する場合は、アの承認をしないものとする。ただし、特段の理

由がある場合はこの限りでない。 

（ア）再委託の契約金額が委託料の額の５０パーセントを超える場合 

（イ）再委託する業務に本業務の中核となる部分が含まれている場合 

（６）守秘事項等 

ア 受注者は、本業務における成果物（中間成果物を含む。）を、当該業務においてのみ使用するこ

ととし、これらを蓄積し、又は他の目的に使用してはならない。 

イ 受注者は、本業務の履行に当たって知り得た秘密を漏らしてはならない。 

ウ 受注者は、本業務に従事する者並びに（５）の規定により本業務を再委託する場合の再委託先

及びそれらの使用人に対して、ア及びイの規定を遵守させなければならない。 

エ 発注者は、受注者がアからウまでの規定に違反し、発注者又は第三者に損害を与えた場合は、

受注者に対し、この契約の解除又は損害賠償の請求をすることができるものとする。 

オ アからエまでの規定は、業務期間の満了後又はこの契約解除後も同様とする。 

（７）仕様書遵守に要する経費 

  本仕様書を遵守するために要する経費は、全て受注者の負担とする。 

 



（別記１）  

 

委託業務成果物納品時チェックシート（受託事業者用） 

 

チェック 番号 項目 内容 

☐ １ 第三者の権利侵害

防止  

成果物が著作権、意匠権等第三者の権利を侵害して

いない  

☐ ２ 権利の帰属  業務仕様書等に基づいて、成果物の著作権が県又は

受託事業者のいずれに帰属するか整理している  

☐ ３ 保証及び免責  仮に成果物が第三者の権利を侵害した場合、受託事

業者の責任と負担で解決する体制を整えている  

☐ ４ 入力データの制限  成果物の作成にあたって、県から提供された非公開情

報（機密情報）を生成ＡＩに入力していない  

☐ ５ 学習への利用禁止  成果物の作成にあたって、入力したデータが利用した

生成ＡＩモデルの学習に利用されていない  

☐ ６ 利用箇所の明示  成果物のどの部分に生成ＡＩを使用したか（または全面

的に使用したか）を業務完了報告書等で明らかにする  

☐ ７ 倫理的妥当性  生成された内容に、不当な差別、偏見、不適切な表現

が含まれない（生成ＡＩの学習データやＡＩのアルゴリズ

ムの偏りによって、出力結果に偏見等が生じ得ること

を認識した上で、人による内容確認を実施している）  

☐ ８ 法令遵守  業務に関連するＡＩ関連法規や、国の「ＡＩ事業者ガイド

ライン」等の指針、著作権法を含む知的財産法を遵守

している 

 



別記２ 

個人情報・死者情報の取扱いに係る特記事項 

 

（基本的事項） 

第１条 受注者は、この契約による業務（以下「業務」という。）を行うに当たっては、個人

の権利利益を侵害することのないよう個人情報（個人情報の保護に関する法律（平成15年法

律第57号）第２条第１項に規定する個人情報をいう。以下同じ。）を適正に取り扱わなけれ

ばならない。 

（秘密の保持） 

第２条 受注者は、業務に関して知り得た個人情報を他に漏らしてはならない。 

２ 受注者は、業務に従事している者又は従事していた者（以下「従事者」という。）が、当

該業務に関して知り得た個人情報を他に漏らさないようにしなければならない。 

３ 前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても、同様とする。 

 （目的外保有・利用の禁止） 

第３条 受注者は、業務の目的以外の目的のために、業務に関して知り得た個人情報を保有し、

又は利用してはならない。 

（第三者への提供の禁止） 

第４条 受注者は、業務に関して知り得た個人情報を第三者に提供してはならない。ただし、

あらかじめ発注者が書面又は電磁的記録で承諾した場合には、この限りでない。 

（再委託等の禁止） 

第５条 受注者は、業務を第三者（受注者の子会社（会社法（平成17年法律第86号）第２条第

１項第３号に規定する子会社をいう。）を含む。）に委託し、又は請け負わせてはならない。

ただし、あらかじめ発注者が書面又は電磁的記録で承諾した場合には、この限りでない。 

２ 前項ただし書の場合には、受注者は、この契約により受注者が負う個人情報の取扱いに関

する義務を前項の第三者（以下「再委託先」という。）にも遵守させなければならない。 

３ 前項の場合において、受注者は、再委託先における個人情報の取扱いを管理し、監督しな

ければならない。 

（個人情報の引渡し） 

第６条 業務に関する発注者受注者間の個人情報の引渡しは、発注者が指定する方法、日時及

び場所で行うものとする。 

２ 受注者は、業務を行うために発注者から個人情報の引渡しを受けるときは、発注者に対し

当該個人情報を預かる旨の書面又は電磁的記録を交付しなければならない。 

（複製・複写の禁止） 

第７条 受注者は、業務において利用する個人情報（業務を行うために発注者から引き渡され、

又は受注者が自ら収集した個人情報をいう。以下同じ。）を複写し、又は複製してはならな

い。ただし、あらかじめ発注者が書面又は電磁的記録で承諾した場合には、この限りでない。 

（安全管理措置） 

第８条 受注者は、業務において利用する個人情報を取り扱うに当たり、発注者と同等の水準

をもって、当該個人情報の漏えい、滅失、毀損又は不正な利用（以下「漏えい等」という。）

の防止その他の当該個人情報の安全管理のために必要かつ適切な措置を講じなければならな

い。 

（研修実施時における報告） 

第８条の２ 受注者は、その従事者に対し、個人情報を取り扱う場合に当該従事者が遵守すべ

き事項、個人情報の保護に関する法令等に基づく罰則の内容及び個人情報の漏えい等が生じ

た際に負う民事上の責任についての研修を実施し、発注者に報告しなければならない。 

２ 第５条第１項ただし書により再委託先がある場合には、受注者は、再委託先に対し、前項

の研修を実施させ、同項の報告を受けなければならない。 



３ 前項の場合において、受注者は、再委託先から受けた報告について発注者に報告しなけれ

ばならない。 

（事故発生時における報告） 

第９条 受注者は、業務において利用する個人情報の漏えい等の事故が生じ、又は生ずるおそ

れがあることを知ったときは、当該事故の発生に係る受注者の責めに帰すべき事由の有無に

かかわらず、直ちに発注者に対し報告し、その指示に従わなければならない。 

２ 発注者は、業務において利用する個人情報の漏えい等の事故が発生した場合には、必要に

応じて当該事故に関する情報を公表することができる。 

（個人情報の返還等） 

第10条 受注者は、この契約又は業務の終了時に、業務において利用する個人情報を、直ちに

発注者に対し返還し、又は引き渡すものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、この契約又は業務の終了時に、発注者が別に指示したときは、

受注者は、業務において利用する個人情報を廃棄（消去を含む。以下同じ。）するものとす

る。この場合において、受注者は、個人情報の廃棄に際し発注者から立会いを求められたと

きは、これに応じなければならない。 

３ 受注者は、業務において利用する個人情報を廃棄する場合には、当該個人情報が記録され

た電磁的記録媒体の物理的な破壊その他当該個人情報の判読及び復元を不可能とするために

必要な措置を講じなければならない。 

４ 受注者は、業務において利用する個人情報を廃棄したときは、廃棄した日時、担当者、方

法等を記録するとともに、発注者の求めに応じて、当該記録の内容を発注者に対し報告しな

ければならない。 

（定期的報告） 

第11条 受注者は、発注者が定める期間ごとに、この特記事項の遵守状況について発注者が指

定する方法で報告しなければならない。 

２ 第５条第１項ただし書により再委託先がある場合には、受注者は、再委託先から、前項の

報告を受けなければならない。 

３ 前項の場合において、受注者は、再委託先から受けた報告について発注者に報告しなけれ

ばならない。 

（監査） 

第12条 発注者は、業務において利用する個人情報の取扱いについて、この特記事項の遵守状

況を検証し、又は確認するため、受注者（再委託先があるときは、再委託先を含む。以下こ

の条において同じ。）に対して、実地における検査その他の監査を行うことができる。 

２ 発注者は、前項の目的を達するため、受注者に対して、必要な情報を求め、又は業務に関

し必要な指示をすることができる。 

（損害賠償） 

第13条 受注者の責めに帰すべき事由により、受注者が個人情報の保護に関する法律、鳥取県

個人情報保護条例（令和４年鳥取県条例第29号）又はこの特記事項の規定の内容に違反し、

又は怠ったことにより、発注者に対する損害を発生させた場合は、受注者は、発注者に対し

て、その損害を賠償しなければならない。 

２ 受注者又は受注者の従事者（再委託先及び再委託先の従事者を含む。）の責めに帰すべき

事由により、業務において利用する個人情報の漏えい等の事故が発生した場合は、受注者は、

これにより第三者に生じた損害を賠償しなければならない。 

３ 前項の場合において、発注者が受注者に代わって第三者の損害を賠償したときは、受注者

は遅滞なく発注者の求償に応じなければならない。 

（契約解除） 

第14条 発注者は、受注者が個人情報の保護に関する法律、鳥取県個人情報保護条例又はこの



特記事項の規定の内容に違反していると認めたときは、この契約の全部又は一部を解除する

ことができるものとする。 

（死者情報の取扱い） 

第15条 受注者が業務を行うために死者情報（鳥取県個人情報保護条例第２条第１項第６号に

規定する死者情報をいう。以下同じ。）を利用する場合における当該死者情報の取扱いにつ

いても、第２条から前条までと同様とする。 

 


